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静岡市における
路面下空洞対策の
取組について

静岡市 建設局道路部道路保全課 鏡味志津枝

令和５年２月17日（金）
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区分別の道路延長
令和４年４月１日現在
（令和３年３月日整備完了分）

静岡市の道路

清水区

駿河区

葵区

路線網図

区分 実延長
国道(補助) 約55km

県道 約426km

市道 約2,723km

計 約3,204㎞

H17.4.1
政令指定都市移行に伴い
補助国道、県道も管理

南アルプス

駿河湾
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（市）草ヶ谷吉原線（山切）

（国）362号（昼居渡）

（主）南アルプス公園線（大間）

台風15号の被害状況

激甚災害の指定

（市）清地１号線（清地）

（市）大原水見色線（大原）

（主）梅ヶ島温泉昭和線（蕨野）
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静岡市の取組

I. 計画の新規策定
令和元年度の調査で１巡目が終了（H23～）
２巡目の調査にあたり、効率的かつ効果的に調査したい

II. マニュアルの策定
明確な基準がないのでマニュアルが欲しい

III. データベースの作成
調査結果は年度ごとに管理 全体を視覚的に把握することが難しい
修繕箇所が、点検結果と紐づいていない
容易に検索でき記録を蓄積したい

３つに分けて紹介します！

道路陥没を未然に防止するため、道路陥没の要因となる空洞を早期に発見し、
安全・円滑な交通を確保するために実施
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Ⅰ 計画の新規策定（過去の状況）
☞平成23年度～令和元年度の約９か年で調査計画の１巡目を実施

空洞 空洞の可能性
緊急輸送路および緊急輸送
路を補完する路線

229か所 275か所兼用護岸
分類B相当の路線
都市計画道路

※空洞は二次調査（スコープ調査）を実施し、空洞であると確定しているもの
※空洞の可能性とは、一次調査（レーダ調査）のみ実施したもの
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緊急輸送路

緊急輸送路を補完する路線

兼用護岸

舗装整備路線（新東名以南）

都市計画道路

DID

DID以外

空洞発生率

（箇所/km）

兼用護岸
都市計画道路
において空洞発生率が高い

緊急輸送路

緊急輸送路を補完する路線

兼用護岸

分類B相当の路線（新東名以南）

都市計画道路
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Ⅰ 計画の新規策定（過去の空洞の特性）

①：1箇所
(0.4%)

②：46箇所
(20%)

③：24箇所
(11%)

④：127箇所
(56%)

⑦：5箇所
(2%)

⑧：3箇所
(1%)

⑨：23箇所
(10%)

①土砂吸出し（構造物背面からの吸出し）

②土砂吸出し（地下埋設物の破損等）

③圧密沈下（構造物周辺の水みちや転圧不足）

④圧密沈下（埋設物周辺の転圧不足）

⑤圧密沈下（埋戻材（栗石・Coガラ等）の影響）

⑥圧密沈下（シールド・推進工事による影響）

⑦圧密沈下（残置物（矢板・人孔・死管）周辺の埋戻不良）

⑧圧密沈下（Co・スラグ下の不等沈下）

⑨その他・原因不明

⑩自然災害

原因は・・
５割以上 圧密沈下（埋設物周辺の転圧不足）
２割 土砂吸出し（地下埋設物の破損等）と分析される

空洞229か所を分析

☞空洞発生想定原因の傾向
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Ⅰ 計画の新規策定（過去の空洞の特性）
☞地域特性の発生傾向

市街地で多く発生

合併前旧清水市
市街地で多く発生

合併前旧静岡市

表層地質【砂質地盤】
下水道流下方式【合流方式】
下水道管種【陶管、コンクリート管】
下水道築年数【50年以上】

空洞が懸念される要素が多数重なっている箇所での発生が多い
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Ⅰ 計画の新規策定
10年に１度の頻度で実施⇒１巡目の結果を鑑み計画周期に重みづけ

☞１巡目の調査で空洞発生率
1.0箇所/㎞以上の区間

☞兼用護岸の区間

☞その他の区間

5年に１回

10年に１回

5年に１回
10年に１回

※１巡目の全路線の
空洞発生率平均は
0.5箇所/㎞
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Ⅱ マニュアルの策定

☞空洞を補修しておしまい。
空洞調査としての記録ではなく、
ただの修繕記録
原因の記録までしっかり残していない

二次調査や修繕の明確な実施基準が必要
二次調査の実施基準の設定

二次調査箇所、修繕箇所の
判断が明確に

原因を含めた修繕を記録
記録様式の作成

理想・・空洞の可能性がある箇所を全て修繕！
現実・・効率や予算を考えると全ては難！

しかし明確な基準がない！
担当者が代わると基準がかわる恐れ・・
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※1　重交通路線および前回調査からの成長程度等を踏まえ、必要に応じて二次調査を実施する。

※2　空洞上部をアスファルト舗装のみで支えている場合は陥没危険度が著しく増大するため、修繕推奨とする。

※3　陥没危険度Bであっても発生深度0.3m（Aランクとの閾値付近）や設計舗装厚情報等によりアスファルト舗装直下に発生していると推定される場合は、二次調査により舗装構成を確認する。

※4　河川・護岸沿いや排水系埋設物に近接して異常信号が多発しているなど、区間として空洞の発生・成長が懸念される場合には、代表箇所での二次調査を推奨する。

※5　診断結果と措置方針が異なる場合にはデータベースに判断理由を記録する。

診断

措置

異常箇所

陥没危険度

Ａ

危険な兆候がある

（最浅点が極めて

浅い、路面変状が

ある等）

※1

コンクリート舗装

コンポジット舗装

二次調査

河川・護岸沿い

（成長の可能性あり）

または

前回調査から変化あり

（成長を確認）

※1

左以外

厚みが0.3m未満厚みが0.3m以上

または

As舗装直下に発生※2

アスファルト舗装

緊急

修繕

河川・護岸沿い

排水系埋設物が近接

（成長の可能性あり）

または

前回調査から変化あり

（成長を確認）

道路巡回時の観察

＋

次回定期調査時の

モニタリング評価を推奨

修繕を推奨

修繕

※5

道路巡回時の観察

＋

次回定期調査時の

モニタリング評価

※5

緊急

修繕

道路巡回時の観察

＋

次回定期調査時の

モニタリング評価

左以外

（成長の可能性を

認めない）

陥没危険度

Ｃ

陥没危険度

Ｂ

道路巡回時の観察

＋

次回定期調査時の

モニタリング評価を推奨

状況確認

必要に応じて追加調査

道路巡回時の観察

＋

次回定期調査時の

モニタリング評価を推奨 ※4

発生深度0.3m以下

または

As舗装直下に発生

※3

※4 多発区間等における代表箇所

※4
多発区間等の二次調査未実施

箇所については、代表箇所の

結果を参考の上、必要に応じて

「修繕を推奨」とする

Ⅱ マニュアルの策定
どういった場合に二次調査を実施するか、修繕を実施するかフロー化した

一次調査結果の広がりと深度により
危険度をA～Cに分類

二次調査の空洞厚さにより修繕の判定

必要に応じて追加調査も実施
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Ⅱ マニュアルの策定
修繕記録の書式の指定

☞必要な情報を入力
入力項目は、簡潔に記載できるよう工夫

（なるべくプルダウンで入力）

☞写真の撮り方や記載例を示し、
誰が記録しても一律となるような書式
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Ⅱ マニュアルの策定 ～修繕記録の例～

残置物（杭）の影響による圧密沈下の事例 原因不明の事例

今後も記録を残していきます
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Ⅲ データベースの作成
静岡市ではR2.4.1～
道路施設共通データベースシステムを導入

☞路面下空洞の項目を新たに増やし、視覚的に確認できるように、
補修履歴の登録を可能に。

☞空洞箇所を個々に識別、記録の保存が可能に。
データベースから書式を取り出すことで、諸元は既に入った状態に

☞今後の調査計画や占用者協議での根拠資料としての活用も期待できる。

【道路施設共通データベースシステムとは】
橋梁やトンネルなど、全18施設の基礎情報、
点検状況、診断状況、補修状況等を自席で閲
覧可能なシステム
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Ⅲ データベースの作成
視覚的に点検箇所の確認可
周辺工事にあわせた活用が可

すぐに補修しない場合等
経過観察の場合の選択も

職員が異動しても対応状況等がわかりやすい
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Ⅲ データベースの作成
地図からでも個票からでも検索が可能
調査結果や補修履歴、写真データ添付も可能
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おわりに

I. 計画の新規策定
II. マニュアルの策定
III. データベースの作成
によりメンテナンスサイクルを構築

今後も適切な維持管理を推進するため、粛々と実施していく

ｚ

診断

措置

記録

点検
Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

ⅡⅢ

メンテナンスサイクルの着実な実施に
向け、職員への周知を徹底
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ご清聴ありがとうございました

しぞーかおでん

南アルプス 徳川家康

お茶畑

桜えび

薩埵峠
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